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事業の実施内容及び成果に関する報告書 

 

１ 事  業  名 

  2026年度 福祉機器の整備 補助事業 

 

２ 事業の実施経過 

      2026 年 4月 1 日 補助金交付決定通知書受理 

              機種選定委員会開催 

4 月 10 日  見積り合わせ実施 

4 月 24 日  (株)城南メディカルと契約締結・発注 

（契約額：5,918,000 円) 

8 月 20 日  納品、検収 

9 月 20 日  (株)城南メディカルへ支払 
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３ 実施内容及び成果 

 （１）実施内容 

久世障害デイサービスセンター特殊浴槽整備事業 

 ①それぞれのご利用者の身体に合った、安心･安全な入浴時間を提供す

る。入浴というQOLに関わるケアを適切に実施できるようにする。 

 ②入浴介助者の「抱える」「移乗」「支える」といった負担を大幅に減

少させる。限られた人員配置で複数のご利用者の入浴を安全かつス

ムーズに行う。 

以上の2つを目的とし、特殊浴槽一式(ロベリアプラス ROB-460C / 担架

WS-460 / ストレッチャー ST-470)の整備を行った。 

 

 （２）成  果 

 特殊浴槽導入後、ご利用者からは「浴槽のバブルやシャワーも新調さ

れ、しっかり出るようになったので気持ちが良い」「機器からアナウンス

が聞こえるため安全」とのお声をいただいている。介護職員からも「特

殊浴槽で入浴されている利用者の笑顔や、特殊浴槽が新しくなって気持

ち良いという声が多く聞かれている」「ストレッチャーが新調されたこと

により、ブレーキ等の効きがよくなり、より安全性が保てるようになっ

ている」等、評価あり。 

     

 

４ 今後予想される効果 

  特殊浴槽の安心感や心地よさを多くのご利用者に感じていただくことで、入

浴への意欲の向上、QOLの向上に繋がると予想される。また、介護職員について

は、抱え上げや中腰姿勢等による腰痛リスク、移乗介助に伴う身体的負担の軽

減効果が予想される。 
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５．決算表 

 ＜精算払申請書の金額を転記してください＞ 

                                                                  （単位：円） 

費目 

節 

原予算額 支出額 

補助対象経費 補助金 事業費総額 補助金 

物件費 5,918,000 4,438,000 5,918,000 4,438,000 

 



補助事業番号 26MA2551-488 

補助事業名 2026年度 福祉機器の整備 補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人京都社会事業財団 

 

１ 補助事業の概要 

特殊浴槽の整備をすることにより、重度の障害をお持ちの方が安心して入浴でき、職員も

安全に支援できる環境を整える。これにより、安全性と快適性を両立した入浴支援を提供で

きることを目的とする。 

 

２ 本事業により導入した機器 

①https://kyoto-swf.com/data/media/kyoto_jigyo/layout/footer/pdf01.pdf  

(京都社会事業財団ホームページ) 

 https://www.sakaimed.co.jp/bath/supine-bathing/rovelia/ 

(酒井医療株式会社 ロベリアプラス紹介ページ) 

 

ロベリアプラス(ROB-460C)は、寝たまま入浴することができる介護用の特殊浴槽。担架の

移動をサポートする「オートスライド機構」の他、火傷の危険を防止する「温度管理システ

ム」など、安全性に配慮した機能を備え、入浴者の安心･快適な入浴と、介助者の身体的負

担の軽減をサポートしてくれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置場所：久世障害デイサービスセンター 

 

 

担架WS-460とストレッチャーST-470 ロベリアプラス ROB-460C 玄関補助標識 

https://kyoto-swf.com/data/media/kyoto_jigyo/layout/footer/pdf01.pdf
https://www.sakaimed.co.jp/bath/supine-bathing/rovelia/


②本事業に係る印刷物等 

  機関紙の発行がR9年1月を予定しており、現在補助事業紹介の原稿作成段階である。 

  その他、施設の運営するInstagramに画像のような投稿を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予想される事業実施効果 

  特殊浴槽の安心感や心地よさを多くのご利用者に感じていただくことで、入浴への意欲

の向上、QOLの向上に繋がると予想される。また、介護職員については、抱え上げや中腰

姿勢等による腰痛のリスク、移乗介助に伴う身体的負担の軽減効果が予想される。 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人京都社会事業財団 (ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝｷｮｳﾄｼｬｶｲｼﾞｷﾞｮｳｻﾞｲﾀﾞﾝ) 

住  所： 〒615-8256 

京都府京都市西京区山田平尾町17番地 

E-mai l ： info@kswf-kjc.com (事業統括本部) 

Ｕ Ｒ Ｌ： トップページ | 社会福祉法人京都社会事業財団 
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